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か らご使用 ください

〔このベビーカーはSG基準A型に適台した1人乗り用です。)

●ご使用になる場合は、折 りたたみ構造の止め金具

などがしっかりかかっているか (完,全に開いた状

態であるか)を 、ハン ドルを上下させて確認 して

●使用してよい乳児の年令…生後2ヵ月以上満2才まで。

●連続使用時間… 2時 間以内が望ましい。

●乳幼児を乗せたまま、

持ち上げないでくだ

さい。

またシー トベル トを締めて

万一の立ち上がりに対 して

ご, 主意 ください。

●使用中、シー トベル トは腰ベル トと股ベル トを併

用し必ず締めて使用 してください。

●ベビーカーの中で、乳幼児を

立たせないで ください。

● 2人 乗 りをさせないで ください

またシー ト以外の ところ

に乗せないでください。

●字し幼児を乗せているとき

カゴ以外のところに荷物

を乗せたり、つるしたり

しないでください。

●歩道等の段 を上がる時は

ハン ドル方向を対面では

な く背面にしてご使用 く

ださい。

●シー トや、アームレス トカバーを付けずに、赤ち

ゃんを乗せると、指をはさむ危険性があります。

ご注意 ください。

●路上に駐停車するとき、乳幼児は絶対に置き去 り

にしないでください。また空草であつても坂の途

中、車道に近い歩道など危険な場所に放置 しない

で ください。

いても、

は十分

●ス トッパーは左右 2カ 所を回ックしてください。

乳幼児や荷物を乗せたときには、特にス トッパー

を過信 しないようにご注意 ください。(構造上、自

動車のブレーキのような安全なものではありませ

ん。)

●お手元の操作レバーは操作後は必ずレバーから指

を離してください。51き上げたまま走そ子しますと

ロックされず安定を失ないます。また、両方のレ

バーを同時には操作しないでください。

●ご使用の前に、ネジやナッ トがゆるんでないかチ

ェックして ください。

●ご使用中ハン ドルによりかかつたり、過度の荷重

をかけると、転作」するおそれがありますので、十

分にご注意 ください。

●カゴには10k9以上の荷物を載せないでください。



日除け(幌)
(説明文中は幌と呼びます)

シート

腰ベルト

月受/ミルト

セーフティガード

アームレストカバー

足のせバー

ステッフ

〔キヤスター機構)

キャスター回ックL/バー

ハンドル切替レバー

(グレー)

折りたたみレバー

(ホワイト)

ハンドル

幌レバー(ハジキ)

アームレスト(ひじ力Wす)

買い物カゴ

ガードキャップ

(8ページ参照)

ガードジョイントボタン
(アームレスト下側)

足カバー取り付けホック

足カバー

マスコットベア

リクライエンクレバー

カゴフックホルダー

車体NOステッカー

手さげベルト

ヵゴフック



現物と異なるイラストを使用している箇所がありますが、説明内容自体は正しいものです。

手元のホワイ

①押し込み、

卜の折 りたたみレバーを

②引き上げてください。

次に、ハン ドルを真上に持ち上げるよ

うにします と、 自 然に開きます。(ひら

きは じめたら折 りたたみレバーから指

を離 して ください。開 くと同時に自動

的にロックされます。)

ご・注・意

走行中は、手元のレバーを引き上げな

いようにレバーから指を離 してくださ

い。

誤操作の原因となります。

赤ちゃんの首のすわる (3～ 4ヵ 月頃)ま ではフル

リクライエングにしておイ吏いください。

〔背を径Jすとき〕
背部中央の リクライエングレバーを指先で握 り、そ

の まま背を行」して ください。 170°まで行」れます。中

間位置で止めたい場合は リクライエングレバーから

指 をはなせば自動的に中間位置で固定 されます。

(首を立てるとき)
リクライエングレバーを指先で握 り、そのまま背を

起こしてください。

※手元のレバーは指をレバーから離すと自動的にロックされる安b設 計です。

②引きあげる

ご・,主・;意 ベ ビーカーを折りたたむ場合は必ずリクライエング角度をいちばん立てた位置に戻してください。



開梱後跡ず本体に取り付けてくださしヽ。穴

リクライエングをいちばん倒した角度にして、アー

ムレストカバーの左右を確認し、①白い 「突起」を

ひじかけ内側前部の穴に差し込み、②後ろに水平に

スライドさせ、③後部の 「ホック」をはめてください。

取りはずし方は、リクライエングをいちばん倒した

角度にして、上記の逆の手順でおこなってください。

ホック

セーフティ
ガード

ご・注・意
アームレス トカバーを

はずしたまま、赤ちゃ

んをペビーカーに乗せ

ることは危険ですので

おやめ ください。

手元のグレーのハンドル切り替えレバーを①引き出

し、②引き上げてください。

(ハンドル回ックが解除されハンドルの方向を替える

ことができます。)

瑞々
レ方向字メーー、｀ ハンド

1郷

ご・注・意
「ハン ドル切 り替えレバー」は、切 り替えのとき以

外握らないでください。誤操作の原因となります。

ベビーカーから離れるときは必

ずブレーキをかけてください。

後車輪内側左右のス トッパーを

下に倒 した後、ベビーカーを前

後に軽 く動かしてブレーキが正

しくかかっているか確認 してく

ださい。

(ストッパー位置〕

ブレーキ解除

ブレーキされた状態



背面

●背面で使用するときにキャスター

ロックレバーを下げるとロックが

解除され、前輪の向きが変わり方

向転換がスムーズに行えます。
対 面

ロック

ロック

ご・注・意
●キヤスターロツクの位置をまちがえて使用 しますと、大変押 しづらくなるだけでなく故障の原因ともなります。

ハン ドルの方向(背面 。対面)にあった正 しい位置でご使用 ください。

●キャスターロックレバーは必ず左右とも同じ操作をしてください。

●折 りたたむときは背面使用時の位置で固定 してください。

〔組み立て方〕

C)(Dのように幌の先端部、後部を持つてひろげてく

ださい。

次に①⑥のように左右の幌レバー(ハジキ)の関節部

を指で押し固定してください。

(幌のたたみ万〕

②①のように左右の幌レバー(ハジキ)の関節部を下

から指で押 し上げてから②①のように幌をたたみ

ます。

(幌をはずす場合〕

③⑤のように幌のジョイント部分を図のように強く

後ろに水平に引き抜いて ください。

ご・注・意
ベビーカーを折りたたむときは必ず幌はたたんで

ください。

●荒れた路面や坂道等で使用する場合や、対面で使用する場合はキ

ャスターを固定してください。必ずキャスターロックレバーを進

行方向に対 し前側で上げてロックしてください。

ｄ
Ｐ
・

ク



〔カゴのセッティング〕
図のように、買い物カゴIA

部を本体のこ店「にカチッと

音がするまで完全に差 し込

んで ください。

(Dカゴ取り付けホルダー

は十カゴ取り付けスライド

〔買い物カゴを使用しないとき〕
カゴフックを本体背部の力

ゴフックホルダーにセッ ト

して ください。

カゴフックホルダー

〔買い物カゴを|よずすとき〕
買い物カゴを開いた状態で

片手で本体 をおさえながら、

カゴ枠のい部付近 を左右交

互に後方へ強 く引き抜いて

ください。買い物カゴがは

ずせ ます。

(フルリクライエング時の買い物カゴの使しヽ万)

背 もたれを倒 して、フル リクライエングにしたとき

は、買い物カゴの上部 を開 くことで、フル リクライ

エングの状態の まま荷物の出し入れができます。

●買い物カゴを開 くときは、図のように本体 をささ

えて操作 して ください。(11カゴ枠の中央部 を手前

に軽 く引きながら、(2)カゴ枠 を下げて ください。

●下げたカゴ枠を戻すときは、図

のように両手でカゴ枠を持ち、

親指でカゴ枠を軽 く押さえなが

ら持ち上げてください。

ご・注・意
●買い物カゴに角のとがった物を載せるとメッシュの部分を傷つけることがありますのでご注意ください。

●カゴ枠に重量物を載せたり、無理に押し下げると変形することがありますのでご注意ください。

●買い物カゴには10k9までの荷物を入れられますが、縦長の重量物を買い物カゴに載せる場合は、

横にねかせてご使用ください。

フルリクライエングの】大態

ここを中心に
カゴ枠を上げる



図のようにフルリクライエング状

態にして、シー トの左右 3ヵ 所ず

つのホックをはずしてください。

次にシー トを真上に引き抜 くと、

シー トが本体よりはずれます。

ご・注・意
シー トを本体にセットする場合、ホックを確実に

かけたかチェックしてくださいc ホック

足のせを使わないときは図のようにシー トのホック

をはずし、左右の足のせバーを①前方に引き出し、

②内側に折 り込んでください。

ご・注・意

足のせを使用する場合は足のせバーがきちんとセ

ットされているか確認 してください。

、① 星盟
tyり込も

〔取り付けるとき〕
●足のせを引き出 し、シー トのホ ックをセッ トして

ください。

●図のように足カバーの内側左右にあるベル トをセ

ーフティガー ドの下側か らまきつけ、ホックで止

めて ください。

●左右のアームレス トカパーのホ ックに止めて くだ

さい。

●足カバーの底面は足のせの下側になるようにセッ

トして ください。

(取りはずすとき〕
●左右のアームレス トカバーと足カバーのホックを

はずしてください。

●内側左右にあるベル トのホックをはずしてくださ

い 。



〔セーフティガードの取りはずし方)
①のように、アームレス トの下側にあるガー ドジョ

イン トボタンを押 しながら、

②セーフティガー ドを片側ずつ前方に引き抜いてく

ださい。

〔セーフティガードの取り付け方〕
左右のアームレス ト前端の穴にセーフティガー ドの

パイブを差 し込み ます。確実に固定されたか、5 1っ

ぱって確認 します。

〔セーフティガードを使用しなしヽ場合〕
お子様がアームレス ト前端の穴に指を

入れたりしないよう付属のガー ドキャ

ップでフタをしてください。ガー ドキ

ャッブは強 く引き抜けばはずせます。

シー トベル トの長 さは、赤ちゃんの成長に合わせて

調整できます。

腰ベル トは、右図

のように本体背部
 |

のベル ト位置 を変

更できます。

ぐ

〔バックルのはずし方〕
図のように持ってプレス

ボタンを強 く押 し、バッ

クルを前に押 し出すよう

にすると、簡単にはずす

ことができます。

万一、股ベルトをはずした場合や、腰ベルトから差

し込みバックルをはずした場合は、図①①のように

確実にセットしてください。

①腰ベルト

①股ベルト

、ノ _____一 」`

具

0メ

ご・注・意
股ベルトは、端末まで5 Cm以上余裕を持つて、図
①のようにセットしてください。

ご ・,主・;ま 赤 ちゃんは、1才前後から活発に動 くようになります。赤ちゃんを適切にホール ドするためにベル

トは、大人の親指が入る程度のすき間を残 し、 しっかりと締めてください。



回

２

回

四

回

回

リクライエング角度をいちばん立てた位

置にしてください。

買い物カゴを本体背面に戻 してください。

ハン ドルを背面位置にしてください。

日除け(幌)をたたんでください。(たたん

だ日除け(幌)をセーフティガー ド側に作」

しておくと、折 りたたみやすくなります。)

キャスターを背画時の正 しい位置で回ッ

クして ください。(5ペ ージ参照)

ベビーカーのうしろに立ち、白いレバー

を指で①押し込み、②引き上げながら、

③下図の矢印方向にハンドルを軽く持ち

上げるように動かすと自然に折りたため

ます。ハンドルが動きはじめたら、レバー

から指をはなしてください。

固 背面位置□たたむ

ヽ
□立てる

ロ フックを
かける

匿]ロック

↓

折↓)たたむ

②引き上げる



着脱式のシー トは洗濯機で丸洗いて

きますが、以下の点にご注意 ください。

●40℃以下の液温で、弱水流で洗っ

て ください。

●通常の洗濯用洗斉‖が使用できます

が、漂白剤や漂白斉」入 りの洗斉Jは

使 えません。使用する洗剤の注意

書 きもよ くお読み ください。

●長時間つけ置 きせず、短時間で洗

い上げて ください。

●軽 く脱水 した後、形 を整えて平千

しして ください。

●乾燥機の使用や ドライクリー三ン

グはてきませんっ

●日除け(幌)、アームレス トカバー、

足カバー等はブラシ洗いしてくだ

さい、水洗いした後、乾いた布 で

水分 をしS、き取 り、陰干 tノして くた

さい命

●セーフティガー ドや骨組みフレー

ムに汚れがついたときは薄めた中

性洗斉Jまたはぬれた布でほこりや

汚れを落 し、乾いた布で仕上げて

くださt 。ヽ

●車輪についた泥は、必ず▼S、き取 っ

て くださいっ

●古 くなって注油が必要 と思われる

場合は、必ず潤滑油を少量お使 い

ください。食用油はほこりがつき

やす く、かえって機能 を低下 させ

ます。キャスタT部 分への注油は

おやめ ください。

〃ふ  習 /i

●雨の ときの外出や、 出先ての急な雨、 また、風の強

い日などには、 石少ぼこりか ら赤ちゃ人′を守 1)ます

小さく折 りたたんで携帯できます1 )

カラー :シ ルバー

●玄関や屋外に折 りたたんで置 くときにかけてください。

マスコッ トベアは、メルンライ トのシー トに使わ

れているの と同 じ生地で作 ったアクセサリーです。

ベ ビーカーに取 り付けるときは、開閉やハ ン ドル

切 り替えに支障のない場所につけて ください。ひ

もは強 くひっばると切れることがあ ります。

製品の仕様は改善等のため予告なL ` E  t t i車するfとん″) ' ,す|

コンピ株式会社
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